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束
脩
・
月
謝
か
ら
学
費
へ

　

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
校

舎
の
大
半
を
失
っ
た
中
央
大
学
に
と
っ
て
、
他
の
私
立
大
学
よ
り

も
一
割
か
ら
四
割
近
い
低
額
の
学
費
を
維
持
し
な
が
ら
の
校
舎
再

建
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
つ
い
に
、
二
六
年
三
月
、
学
則
改

正
を
文
部
省
に
申
請
し
て
学
費
の
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。

　

翌
年
四
月
、
中
央
大
学
の
学
費
は
大
幅
に
改
定
さ
れ
、
学
部

の
年
間
授
業
料
は
八
八
円
か
ら
一
一
〇
円
へ
、
予
科
は
七
七
円
か

ら
一
〇
〇
円
へ
、
専
門
部
も
六
六
円
か
ら
七
七
円
へ
と
増
額
さ
れ

て
、
私
立
大
学
の
平
均
水
準
程
度
の
金
額
と
な
っ
た
。

　

文
部
省
へ
の
申
請
理
由
に
よ
れ
ば
、
こ
の
改
定
に
と
も
な
う
学

費
の
増
収
は
、
罹
災
復
旧
と
将
来
的
な
学
科
課
程
の
整
備
・
拡
張

資
金
に
充
て
る
と
さ
れ
て
お
り
、
事
実
、
学
費
値
上
げ
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
種
々
の
改
革
が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

同
年
八
月
に
は
罹
災
し
た
錦
町
校
舎
か
ら
駿
河
台
校
舎
へ
の
移
転

が
実
現
し
、
い
わ
ゆ
る
「
駿
河
台
校
舎
時
代
」
が
開
幕
す
る
。
ま

た
、
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は
図
書
館
も
新
設
さ
れ
、
翌
三
一
年

に
は
夜
間
学
部
が
開
設
さ
れ
て
勤
労
学
生
へ
の
学
習
機
会
が
拡
大

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
校
地
・
施
設
に
つ
い
て
も
、
三
三
年
に
秋
元
春
朝
子

爵
所
有
地
を
、
三
五
年
に
は
板
橋
野
球
場
用
地
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入

し
、
三
八
年
に
練
馬
運
動
場
を
新
設
、
四
〇
年
に
は
西
園
寺
公
望

公
爵
邸
を
購
入
す
る
と
い
っ
た
拡
充
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
中
央
大
学
に
お
け
る
昭
和
初
期
の
諸
改
革
は
、
二
六
年
四
月

の
学
費
値
上
げ
に
と
も
な
う
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
基
礎
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
は
ま
た
、
大
学
を
と
り
ま
く
社
会
環
境

が
大
き
な
混
乱
に
直
面
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
浜
口
雄
幸
内
閣

の
も
と
で
三
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
金
解
禁
政
策
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
前
年
以
来
の
世
界
恐
慌
の
影
響
が
国
内
に
及
び
、
株
式
市
場

が
暴
落
す
る
と
と
も
に
輸
出
入
が
激
減
、
農
業
恐
慌
を
と
も
な
っ

た
「
昭
和
恐
慌
」
と
な
っ
て
日
本
経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た

の
で
あ
る
。
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中
央
大
学
の
学
費
（
昭
和
期
一
）

　

そ
し
て
、
恐
慌
の
影
響
は
私
立
大
学
の
経
営
を
長
期
間
に
わ

た
っ
て
悪
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
く
。
学
費
を
主
な
収
入
源

と
す
る
各
私
立
大
学
に
と
っ
て
、
景
気
の
低
迷
に
と
も
な
う
学
生

数
の
減
少
は
、
大
学
の
存
続
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
入
学
者
数
の
減
少
に
悩
む
大
学
で
は
、
減
収
分
を
学

費
値
上
げ
で
補
塡
せ
ざ
る
を
え
ず
、
大
学
の
学
費
は
徐
々
に
上
昇

す
る
傾
向
を
み
せ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
四
〇
年
一
月
段
階
の
各
私
立
大
学
の
文
科
系
学
部

授
業
料
を
み
る
と
、
慶
応
義
塾
・
早
稲
田
大
学
が
一
六
〇
円
、

明
治
大
学
・
日
本
大
学
・
国
学
院
大
学
・
同
志
社
大
学
が
一
三
〇

円
、
法
政
大
学
が
一
二
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
央
大
学
で
は
、
こ
の
間
学
生
数
の
極
端
な
減
少

は
み
ら
れ
ず
、
逆
に
卒
業
生
数
は
倍
増
し
て
い
る
。
二
七
年
に

一
、二
七
五
人
で

あ
っ
た
卒
業
生
数

は
、
三
九
年
に
は

二
、四
三
九
人
を

数
え
て
い
る
の
で

あ
る
。そ
の
た
め
、

学
費
も
ま
た
二
六

年
か
ら
一
四
年
間
、
一
一
〇
円
に
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、

私
立
大
学
の
平
均
的
な
学
費
で
あ
っ
た
中
央
大
学
は
、
再
び
低
学

費
の
大
学
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
比
較
的
堅
実
な
学
校
経
営
は
、
夜
間
学
部
開
設
や

施
設
拡
充
等
の
諸
改
革
が
社
会
環
境
の
変
化
に
適
合
し
、
低
学

費
と
あ
い
ま
っ
て
優
秀
な
学
生
の
確
保
に
成
功
し
た
た
め
可
能
と

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
の
一
端
は
、
資
格
試
験
の
合

格
者
数
増
加
と
な
っ
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
そ
の
た
め
に

は
、
二
七
年
に
「
時
代
ノ
要
求
ニ
鑑
」
み
、
大
家
を
招
い
て
陪
審

法
や
信
託
法
・
工
業
所
有
権
法
の
「
特
設
講
座
」
を
開
い
た
り
（
聴

講
料
一
科
目
に
つ
き
一
円
、
学
外
者
は
三
円
）、「
法
学
科
臨
時
研

究
科
」
を
卒
業
生
お
よ
び
学
外
者
の
た
め
に
開
設
し
、
法
学
主
要

科
目
の
継
続
学
習
の
便
宜
を
は
か
る
（
聴
講
科
は
毎
月
三
円
）
な

ど
の
試
み
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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